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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、遺伝子転写の調節、レトロウイルスの染色体への組み込み、および癌細胞の転移進行に関与するクロマチン関連タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、二本鎖DNAのATに富む領域の副溝に優先的に結合します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。この遺伝子の擬似遺伝子は、複数の染色体上で同定されています。[RefSeq提供、2016年1月],疾患：肺軟骨性過誤腫において、HMGA1に関連する染色体異常が認められます。RAD51L1との転座t(6;14)(p21;q23-24)。,機能：HMG-I/Yは、二本鎖DNAのA+Tに富む領域の副溝に優先的に結合します。これらのタンパク質は、ヌクレオソームの位相調整および mRNA 転写物の 3' 末端処理において機能する可能性があることが示唆されています。これらはまた、A+Tに富む領域を含む、またはそれに近接する遺伝子の転写制御にも関与している。,質量分析:1つのアセチル基と2つのリン酸基を持つ PubMed:15302935,質量分析:1つのアセチル基と3つのリン酸基を持つ PubMed:15302935,質量分析:1つのアセチル基、1つのメチル基、2つのリン酸基を持つ PubMed:15302935,質量分析:1つのアセチル基、1つのメチル基、3つのリン酸基を持つ PubMed:15302935,質量分析:1つのアセチル基、2つのメチル基、2つのリン酸基を持つ PubMed:15302935,PTM:構成的に2～3箇所でリン酸化されている。DNA損傷時にリン酸化されるが、これはおそらくATMまたはATRによるものと考えられる。アポトーシスの初期段階で過剰リン酸化され、続いて脱リン酸化とメチル化が起こり、クロマチン凝縮と一致する。アイソフォームHMG-YはHIPK2によってリン酸化される。,PTM:HMG-Yはメチル化されていない。,PTM:Arg-58のメチル化はArg-60のメチル化と相互に排他的である。,類似性:HMGAファミリーに属する。,類似性:3つのATフックDNA結合ドメインを含む。,サブユニット:HIPK2と相互作用する（類似性による）。HIV-1プレインテグレーション複合体と相互作用する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。2、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

